Thirty Years When I Have Been Studying at Okayama University by Kandatsu, Haruki
岡山大学経済学会雑誌31(4),2000,423-450
岡山大学一学びの三十年





(1) 日本産業革命研究 (2) 明治文学による明治時代研究


































(『明治期の庶民生活の諸相』'99年 同)という,産業 ･地域 ･生活の三編成視点から
日本産業革命を究明し,近代日本経済社会史の特質の把捉を試みる｡















論文 :この間に著書に結実した21論文 (掲載省略)のほか,｢第六高等学校 ･岡山医学
専門学校の設立｣(『文化科学研究科紀要』Ⅰ'95年)｢明治三十六年度全国高等学校入
学試験状況｣(『経済学会雑誌』2ト 1 '95年)｢岡山大学の前身諸校｣(同 31-2
'99年),｢徳山敬猛 『農業子孫養育草控』とその成立｣(同 30-1'98年)｢近世の-
農書 -.徳山敬猛著 『農業子孫養育草』の成立｣IⅡ (同 30-2･3卜1,'98･'99年)
｢明治初期の蘭延生産｣(同 27-3'95年)｢明治中期～大正期の蘭蓮生産｣(同28-3
'96年)など｡この間 (1995-1999年)の合計 著書5･論文33計38編 (総て単著)


























として設定 し,研究に至った経緯については,『岡大広報』第83号 (1994年 3
















































































































































































































































一 4 34 -
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いていたのは古島敏雄先生であった｡畿内農村についての実証的研究の成果


































































































































































































































には1953年12校に設置した｡それは北海道 ･東北 ･東京 ･東京教育 (現筑
波) ･東京工業 ･一橋 ･名古屋 ･京都 ･大阪 ･神戸 ･広島 ･九州で,旧帝
国 ･商科 ･文理科 ･工業という旧制大学である｡しかも旧帝国以外は,大学
院は旧制部分のみで,その旧高等学校 ･専門学校レベルの学校の後身学部に
はそれは設置されなかった｡ただし,1955年に旧帝国 ･旧医科と東京医科歯
科 ･徳島に医学研究科 (博士課程)が設置され,以後それは1958年の弘前 ･
信州 ･鳥取,と以降順次設置されていく,というように,医学部にはすべて
に大学院が設置された｡



































































































































































































1979年3月 奥 須磨子 日本資本主義成立期の都市住民構成-一地方工業都市今治の事例-
合 一一
1986年3月 谷 美之 1930年イセの我国の造船業一船舶改善助成施設を中心として-
玉井 康之 中国山地地域における地域複合農業の展開と発展条件
1989年 3月 佐藤 雄一 戦前期日本資本主義経済の展開における遊廓業 (岡山県)






1993年 3月 相原 克磨 高度成長期以降における地域農業の担い手問題一岡山県川上郡川
上町を事例として一
有田真理子 岡山県における朝鮮人労働力についての一考察-1910-1947年
1994年 3月 前田 昌義 後発地域における蚕糸業の導入と展開一一近代における岡山県蚕糸
業の一側面-







1996年 3月 森元 辰昭
1997年3月 古川 昭
1999年3月 鞠 玉華
戦後日本の農地減少について
近代イギリスにおける田園都市構想とその社会的背景について
大正期における鳥取県の産業構成-第1回国勢調査を中心に-
近代日本における中小地主の存在形態一岡山県南地域の地主経常
を中心に一一
朝鮮開港後の開港地における日本人の経済活動
熊谷 正文 わが国近代漁業の地域的展開
中野美智子 近世史料の整理法とその利用形態の研究
博士課程在学者の学位請求論文､または学位予備論文題目
.＼F1
木村須磨子 近代日本近郊農村民の生産と消費H-1918年島根県下一集落の事例を
佐藤 正志 両大戦間期における農村社会の変容と農会
証1)修士学位取得者のうち.谷英之,山口勝則は,重化学工業に関する論文であり.下野克己教授が主
任となった｡
2)なお,修士課樫を就職のため退学1人 (NAKANOSATOSHI)0
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